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wYsIWYAS(ウィジウィアス)
ナビゲーションの実例とそのバック
ボーンとしてのシステム創成論

長谷川孝明

埼玉大学大学院理工学研究科

WyN

･WYSIWYAS(埋hatyou旦ee王S型hatYouAre
墨uggested)Navlgatl0n

･神々に包まれて､困ったときに｢こっちだよ｣って

教えてくれるような直感的な道案内

･サクッと行動可能な環境

社会に定着するシステム創成

･ユビキタス時代のシステム創成経済活性化トライ
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エンハンスメント

(経済活動の原点) (リアルの世界の汀)

決済
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ではなく簡単

にできること

システム創成の位置づけ

･理工学から人間社会への3階層モデル

芳警 ム的 システム的】T'大の汀

芸i::: ＼1--L,･L'p
し ァルゴリズム等要素
技術的】T(小の】T)

長谷川研究室の研究分野 生活者ITSプラットフォームuLIP"の世界



図 WYSⅣNAS(WktYouSeelsWktYouAreSuggested)とは
wYsMYGWhatYouSeelsVJhatYouGetに対応する概念で,ゆく
べき方向を理解や解釈を必要とせず直感的に指示してくれるナビ

ゲーションシステムの基本設計概念

M-CubITSによるWYSIWYASナビ

･位置特定 M-CubITS

･案内表示 WYSIWYAS

こ = iE

バーチャルワールドからリアルワールドへ

･バーチャルワールド

時空間の超越､コンテンツ､定位置中心

.リアルワールド

実在する空間､実物､移動中心

･ユビキタス

そこにあることを感じさせない､特別でない

バーチャルの世界とリアルの世界

･バーチャルのITとリアルのIT

･･+琴
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リ ア ル の 世 界

･ こ - ん なこ と も

ソリューション創成のための境界条件

･OneDevICe/MCardsの法則

･自立的なシステム

･在るものはすべからく使うシステム創成



携帯電話機からモバイル機器へ

･基本構造の変化とモバイルビジネス

携帯電話機の世界
[市場 1キャリア人口]

モバイル機器の世界
[市場 全世界人口]

HMI入出力空間

･人間･機械間通信におけるチャネル

視 覚 ディスプレイ

音声認識装iE

聴覚聴覚

HMl入力空間(人間◆機械) HMl出力空間(機械◆人間)

固 HMl入出力空間

情報通信(人から人へのビットの移動)

･機械間通信+人間機械間通信
J

基本的考え方

･工学､システム創成は人間･社会のための存在

･人間･社会に如何に受け入れられるか

･人のライフスタイル･価値観を無視しては存在し

得ない

･[市場面]ロングテールと[人間･社会面]価値観

と[技術面]ITのスモールイナーシャ

長谷川研究室によるwyNの実例

'自動車用M-CubITS l日脚用｡自位置特定日
-ナビに自位置情報は必要かつ一日位置と指示位置

-wYASIYAS駐車場ナビl日脚用心 ヰ場)ll日脚用(指示位叫
l日脚 用｡削 訂正=[亘垂 司

･歩行者用M-CubITS lプロモーショナル- l･点字フロック

.タイルカーペット [亘:≡≡亘∃
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･wYsIWYAS案内バンド



wYsIWYASナビゲーションコンソーシアム

｢私どうしたらしヽしヽのつ｣

そんなときに､神々に包まれているがごとくに､直感的
に｢こっち｣｢あっち｣と示唆してくれる

そんな環境を社会に創るためのコンソーシアム

些 SWYAS世avlgatl0n旦onsortlum,WyNC(ウインク)

･2006年7月25E]設立総会

･2006年11月15日 第1回研究会
･以降､概ね1箇月毎に研究会開催

コンソーシアムの意義と重要ポイント

･新たな合理的ビューに基づく､システム創成論的
技術イノベーション

･協力と競争

･研究開発から普及浸透につなげるための必要な

ステップ(社会システムインキュベータの一種)
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EUPITSとプラットフォーム鉄の提
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要素技術研究開発分野

･情報通信系サブpLとポジショニング系サブpL

次世代DSRC(DMRCウ) マーカなど
斡手間書手開放全通借 (GroundBased

8% dehh AdonSh琶 薄 琶 芸
VnNAX
t■L▲N
DSRC GPSdc
FNS (SpJlCBB■94dPosJtJl)mng
洗書t岳 syft叩 (SBP乳匡∃

ポジショニングの代表GPSの可能性

･GPSでのポジショニング原理と都市部で弱い訳
(xlylll) (xコyZIコ)
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位置特定基盤タクソノミー(1)

･3つの典型空間と利用しやすい基盤技術



位置特定基盤タクソノミー(2)

･GPSを中心 に考 える6の 環 境 と他 の システム

謡 塁竺 ､＼ 反射波なし領域 領域
◎ ○ △

GPS受信機 ◎ A lMES等で可

要機器普及

要機器普及

普及済み

GPSに限らず

IGPSは単独で｢空港･港湾等の建設にも測位システムとして使える｣と同時に｢すぐそこを走る車の走行車線の判別さえ不可能｣という現実･通信と測位は同じハードウェア共用は可能だが､｢遅延のある反射波でも利用したい『通信』｣と｢遅延で測位するた
めに反射波が問題となる『測位』｣は本質的に異なる
･何が問題のドミナントな要因かつ
･それほど大きくなさそうに見えても｢本質的に解決し得ない
問題｣と一見大問題でも｢少しの工夫で解決可能な問題｣
の峻別
･どんな条件の時にどの程度のパフォーマンスが出るか つ

･システム創成では､既に普及している汎用機器で行けるか
特別の機器を要するかは､1mところから飛び降りるか10m
のところから飛び降りるか程の差

eタグ系システムの創成

I1356MHzとUHFの 本 質 的な違 い(22mと30cm)

システム創 成 は ｢物 理 の 基 本 ｣･｢人 間の 基 本 ｣を

1J
システム創成の基本5原則

1 システムは人間･社会のために存在するOこの最上位概念をもって
システム創成(企画･設計･普及)に当たる0

2 既にあるものはすべからく使うO修正する場合も修正は最小限にO
従来のシステム､サブシステムの利用では不合理な場合に新たな
システム､サブシステムの創成を行 う0

3 プラットフォームは人類の共有財産Oプラットフォーム鉄の技に従う
基本構造を持ち､排他的にならず､皆で協力してプラットフォームを
創り､プラットフォームの上のアプリケーションやサービス､プラット
フォームの下のペンディングで競争をするOまた､マイグレーション
を前提としたプラットフォーム基本設計になっていること0

4 ユーザの持ち物はOneDevICe/MCardsを境界条件とする0
5 官はプロモータOプロモーションの期間が終わった後､システムはそ
れ自体で自立できることO

むすびに代えて
.lll.U

･アイデアの 源 泉 とイノベー ション方 法 論

･抽象化の階段と具体化の階段

･徹底した抽象化

･境界条件を大事にしたソリューション創成

･最上位概念を大事にする

･目的指向

･工学･システム創成の最上位概念は人間･社会のため

･人･技術の本質を大事にする

･ライフスタイル(人の価値観)の読み

･技術の読み


